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I 全産業 88社（ 〃 〃 ) l
原資料： 日銀青森支店「県内主要企業短期経済観測調査結果」
資料：青森県企画部「第18次青森県経済白野」 （昭和62年3月) , 254ページ。
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表－3 青森県の有効求人倍率さらに，有効求人倍率を染ると，青森県ば，















































































































































































































誘致企業数 1 4 11
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事 業 所 散 従業者散 （ﾉ､） ｜ 年間出荷額(百万円）
順鯛|製騰:篭融榊鶚騒:憾鋤m 襲議灘“
2,546 :2@ 87 @6743 18'4021ML031.735 :66|519 :55
407 38 9.3 8,115 1,478 m230, 101 62,262 270
19 4 21. 1 586 222 37.9 2L454 9,901 461
22 3 13.6 149 28 18，8 5，470 588 10.7
162 17 10.5 3,233 504 156 73,051 181752 25.7
40 1 2.5 1,882 139 7,4 101,875 x x
4 2 50.0 323 309 95'7 6,073 x x
160 1 1 69 1 ,942 276 14.2 22, 178 61278 28.3
257 62 24.1 15,帥3 8,944 57,3 157,961 1291016 81 .7
32 0 0,0 625 0 0､0 7,957 0 0､0
157 53 33.8 12,9M 8,563 66､0 126,823 109,459 86.3
37 4 10. 1 m 153 30.6 9,939 7,791 帥.4
31 5 16､ 1 1,498 227 15､2 13,242 11,766 M9
1,882 122 6.5 43,025 7,981 18.5 643,673 175,341 27.2
774 20 2.6 21 1 1M I 1 155 5.5 425,711 63,203 14.8
201 80 39.8 9,224 6,326 68.6 36, 138 27,296 75.5
499 6 1 .2 41897 109 2.2 50,5H 1,509 3.0
58 10 17.2 1,728 12M 69.4 81 , 106 79,449 98.0
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青森音響㈱ T.S100取引から津軽東芝60%切換十和田市 150 0
音響機器用キャビネット製造から他製品
製造に切換百石土木㈲ 百石町 21 0
東芝クラリオン （80％） ソニー （20％）





















| 地域編 ’地域名 ｜ 女女計 男 内” ハーートタイマー
申
(75.0%)15人三沢市 (62.4％)63人 (59.3％)48人 41人
六戸町 24 ワ＝ 1
下田町 9 1 8 5
十和田市 1 0 1 1
八戸市 6 0 6 5
上北町 7 1 6 5
東北町 5 0 5 5
百石町 5 0 5 5





計 101 81 68
②
年齢別 計 ～24識 25～34歳
今



















































｜ 血 ’女地域名 計 男 内， ／:－トタイマー
八戸市 29人 6人 23人 21人
五戸市 126 32 94 15
倉石村 18 4 14
十和田市 6 4 ワP
三戸町 1 1










’年齢別 合 計 25～34歳～24殻 35～44栽 45歳～54歳 55歳～
計
190人 27人 67人 76人 19人 1人
男
53人(2) 9人 29人 12人 2人 1人





























































































25．5 8.2 10-5 13. 1
現在のところ影響ばないが，先行きどちらかとL、う
とマイナス面の影響が出てくると思う。
42- l 39.930‘9 33.3 47．9
現在のところ影響はないが‘先行きどちらかとL ，う
とプラス面の影響が出てくると思う。
14．37‘3 14､3 17,8 21. 1
21.4現在， 先行きともこれといった影響はないと思う。 18．2 42．9 19､2 15．8



































項 青森地区 弘前地区 八戸地区目 全地区
輸出を中心とした需要の減退によl) ,生産・出荷が
減少してL,る。
3. 1 5. 1 21.5 10.7





J‘』 3. 1 4.2
仕入価格は下落してL,るが，同時に製品の販売価格
も下落しているため，功罪半ばしてる。
10．9 可弓イ，イ 18．5 13． 1
現在のところ影響はなL､が，先行きどちらかという
とマイナス面の影響が出てくると思う。
45．3 35.9 36.9 39.9
現在のところ影響はなL ､が．先行きどちらかという
とプラス面の影響が出てくると思う。
12.5 17-9 13.8 14.3
現在，先行きともこれといった影響はなL 、と思う。 28. 1 20.5 15‘4 21 ．4










高について憾， 「減少」64.0%, 「増加」 17．4%,
「変わらない」 18.6%となっており，収益性に
ついては「悪化」55．4％， 「好転」22．8％． 「変
わらない」21.8%, さらに資金繰りについては，
「悪化」44．0％． 「好転」14.3%, 「変わらない」
41.7%と答えてL,る。 このうち，輸出関連製造
業でば，親会社や製品納入先からの受注単価切
り下げ圧力により， 64．5％の企業が単価切り下
げを余駿なくされている。原材料，仕入れ価格
の値下りによってメリットを受けた企業も63.0
％にものぽっているものの，全体としては昭和
62年4月時点でも， 円高のデメリッ トが県内の
企業に深く浸透していると黙ることができよ
う。
図－4 円高影密の内容61/10～62/3
減少 増加 変わらなL
議灘震！売上高への影審 64.0％
変わらなL魑化 好転
雲潤蕊簔鑿鑿鑿駕難55.4％収益性への影審
悪化 変わらな、好転
薑擁資金繰への影響
値fげ 値下げ 変わらなL
物壷製品商品仕入価格への影審
資料：青森県中小企業振興公社
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しかし，われわれ力乱訪れた7月末にば，景気
はかなり好転しているように思われ，当公社の
調査担当者も「調査時点ではボトムの状態にあ
り電気機械工場などでは40％～50%もの受注減
がざらに有りましたが， 5月以降ば受注増に転
県内の諸企業が打ち出している主な対応策
は，①商品価格の値下げ，②市場の開拓・販売
の促進，③合理化によるコストの引き下げ，④
雇用調整などである （図－5）。
景気の先行きに対しては悲観的な見通しをも
つ企業が多く，全体の75％が，今後円高の影響
で一段と景気が悪化すると予想している。
じているようで-す」と語っていた。
図－5 青森県内企業の円高対策
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資料：同上
-50-
もない国内のりんご産地間の競争が一層激化し
てきている。
第二に．農産物市場開放の一環として， アメ
リカによる原果汁の輸入増大圧力が強まってい
ることである。輸入原果汁は青森県産が単位当
り約500円なのに対し300円とはるかに安く青森
県産に大きなダメージを与えることは必至であ
る。
③
円高の影響の大きい地域を対象にした「特定
地域中小企業対策臨時措置法」が昭和61年12月
に制定されたことは周知の通りである。それに
よる地域指定を，青森県でば，八戸市と三沢市
が受けた。
八戸市が指定されたのは，産業としては， 水
産加工業が円高によって大きなダメージを受け
たからである。
八戸市の水産加工業は青森県全体の約90％，
生産額は70%を占めており，青森県全体に与え
る影響も大きい。八戸市におL,ては，市の製造
業の従業員数・製品出荷額の約半分を占めてお
り，文字通り市の基幹的工業となっている。 こ
の八戸市の水産加工業への影審ば，八戸信用金
庫によれば，次の通りである。
輸出面からZj,ると， 台湾向けのフィ ッシュ
ミール（いわしを原料とする魚粕と魚油）が手
取り相場の大幅な落ち込みによって昭和61年1
月以降新規契約がストップし， また，中近東向
けのサバ缶の輸出も近東諸国のドル不足（石油
価格の低迷による）に円高が加わって， ストッ
プ状態に陥り， さらにフィレ（三枚下ろし魚肉）
もツナ缶も輸出が伸び悩んでいる。一方，輸入
面では， ミールやダルマ（さきL､かの半製品）
5
さて，以下では，調査をする中で，特に興味
深かった点をいくつか列挙しておきたL,。
①
青森県商工会議所にば，昭和61年5月13日に
「円高関連中小企業特別相談室｣が設置された。
相談件数は，設置以降昭和62年3月までに，
わずか11件だけであった｡相談に訪れた業種は，
再生資源回収業9件， 水産加工業1件，製材業
1件であった。円高の影響を最も受けていると
思われる電気機械，精密機械，一般機械等は相
談件数ゼロであった。 また，相談内容は低融資
の金融機関の斡旋が大半であった。
再生資源回収業は， 円高の進行過程で，台湾
などから安い古紙， くず鉄などが大量に入って
きて，県内の業者が立ち打ちできない状態とな
った。相談に訪れた業者のほとんどは廃業し、
現在，県内には極くわずかな業者のみが残され
てL，る。
②
青森県のりんごの生産量は，昭和61年では全
国の46.5％を占めている。 また加工用りんごの
消費量も全国の60～70%を占めてL,る。文字通
り青森県の代表的産業であるが， これに今回の
円高はどのような影響を及ぼしているだろう
か。
青森県りんご課によれば，第一に，輸入果実
（特にグレープフルーツ， レモンライム， バナ
ナ， パインアップル， キウイフルーツなど）が
増大し， りんごの市場価格を引き下げているこ
とである。昭和61年のりんごの市場価格は，前
年と比して約20％も下落した。 また， それにと
－51 －
が韓国などから大量に入ってきて，国内産と競
合している。 このように、八戸市の水産加工業
は,輸出・輸入両面からダメージを受けている。
もう一つの特定不況地域である三沢市の経済
が地盤沈下した大きな要因は，一つは前述の電
気機械工業の不振であり， もう一つは，米軍基
地のマチ・三沢市に特有な問題として，米軍人
とその家族が円高ドル安の進行に伴って「外食
やめ，旅行ば日帰り‘電気・暖房・ガソリン代
を節約， ひたすら耐乏生活で転属の日を待つ」
（東奥日報，昭和62年4月22日付） といった生
活を余儀なくされ，その結果地元の商店街が売
上高の減少に陥ったということがあげられる。
（付記）
2泊3日という限られた期間での調査であっ
た。訪問した行政・経済機関の数も， また入手
した資料も限られており，文字通り， 円高・産
業構造調整下にある青森県経済の一端を垣間み
たにすぎない。
最後になったが，我々の調査に快く応じて下
さった諸機関の方々に深く感謝する次第であ
る。また， 3日間にわたって我々に同行して下
さり，数々の便宜をはかって下さった青森県土
木部都市計画課主幹，東和生氏（本学出身）に
厚く御礼申し上げたい。
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